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使徒教会（上）と祖師谷教会の礼拝堂

三
宅
島
伝
道
所
岡
田
牧
師

（
上
）と
八
丈
島
教
会
荻
野

牧
師
（
下
・
中
央
）

東
京
教
区  

西
南
支
区

渋
谷
、
港
、
世
田
谷
区
に
あ
る
43
の
教
会
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
主
に
依
り
頼
み
つ
つ
歩
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
内
の
礼
拝
出
席
が
20
名
に
満
た
な
い

２
つ
の
教
会
を
そ
れ
ぞ
れ
の
牧
師
が
紹
介
し
ま
す
。

お
祈
り
く
だ
さ
い
。

（
前
東
京
教
区
西
南
支
区
長　

生
原
美
典
）

使
徒
教
会　

都
内
で
最
も
人
口
密
度
の
高
い
地

域
に
あ
り
、
礼
拝
出
席
者
の
大
多
数
が
後
期
高
齢

者
な
の
で
、
安
全
確
保
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
。

昨
年
３
月
末
か
ら
は
礼
拝
を
中
止
し
ま
し
た
。
そ

の
後
教
会
独
自
の
「
礼
拝
再
開
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
２
度
に
わ
た
っ
て
策
定
し
て
礼
拝
を

再
開
し
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
伴
い

３
月
現
在
再
び
中
止
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
全
員
に
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
郵
送
し
、

東
神
大
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
教
会
と
は
何
か
』『
礼

拝

︱
そ
の
意
味
と
守
り
方
』
を
同
じ
時
間
に
そ

れ
ぞ
れ
の
自
宅
に
て
共
に
読
み
進
め
ま
し
た
。
ま

た
牧
師
が
定
期
的
に
信
徒
一
人
一
人
と
電
話
で
連

絡
を
取
り
、
牧
会
が
深
ま
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。�

（
國
津
信
一
、
國
津
里
咲
）

祖そ
し
が
や

師
谷
教
会　

賀
川
豊
彦
が
創
立
し
た
武
蔵
野

農
民
福
音
学
校
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
保
育
園
か

ら
始
ま
っ
た
教
会
で
す
。
こ
の
地
を
さ
さ
げ
た
方

の
弟
は
、
徳
冨
蘆ろ

か花
の
随
筆
「
次
郎
桜
」（『
み
み

ず
の
た
は
こ
と
』
所
収
）
に
描
か
れ
た
次
郎
で
す
。

次
郎
の
甥お

い

は
当
教
会
員
で
、
長
老
と
し
て
教
会
を

初
期
か
ら
支
え
ま
し
た
。
こ
の
家
族
の
信
仰
を
記

念
し
て
、
礼
拝
堂
正
面
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
は

「
次
郎
桜
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

礼
拝
堂
の
高
窓
に
は
、
朝
の
光
の
ま
ぶ
し
さ
を

抑
え
る
た
め
和
紙
を
貼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

10
月
、「
ノ
ア
の
箱
船
」
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

教
会
員
の
知
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り
付
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
虹
色
の
暖
か
い
光
に
包
ま
れ

て
、
平
均
礼
拝
出
席
16
名
の
小
さ
な
群
れ
は
礼
拝

を
守
っ
て
い
ま
す
。�

（
小
河
由
美
子
）

東
京
教
区  

東
支
区

50
教
会
・
伝
道
所
を
擁
す
る
東
京
教
区
東
支
区

の
特
色
は
、
都
心
の
大
規
模
教
会
と
、
い
わ
ゆ
る

下
町
に
あ
る
小
規
模
教
会
か
ら
な
る
こ
と
で
す
。

支
区
内
に
多
く
あ
る
在
日
大
韓
基
督
教
会
と
の
継

続
的
な
交
わ
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

下
町
の
小
規
模
教
会
で
は
地
域
密
着
型
の
伝
道

牧
会
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
徒
歩
や
自
転
車
で

教
会
に
集
え
る
教
会
員
が
多
い
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
感
染
予
防
対
策
を
取
り
な
が
ら
主
日

礼
拝
を
守
り
続
け
た
教
会
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、

地
域
の
特
性
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
一
方
で
、
経
済
格
差
の
厳
し
い
現
実
が
山
谷

地
区
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
祈
り
に
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
伊

豆
諸
島
の
５
教
会
・
伝
道
所
（
大
島
元
村
、
波は

ぶ浮
、

新
島
、
三
宅
島
、
八
丈
島
）
の
働
き
で
す
。
三
宅
島

伝
道
所
は
、
東
支
区
の
長
年
の
祈
り
で
あ
っ
た
定

住
者
に
岡
田
真ま

さ
き希
牧
師
を
招し

ょ
う
へ
い聘し
、
新
た
な
会
堂

を
与
え
ら
れ
て
主
日
ご
と
の
礼
拝
が
さ
さ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
東
支
区
で
は
向
こ
う
５

年
間
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
自
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
八
丈
島
教
会
は
無
牧
師
が
続
く
中
、

教
会
を
中
心
的
に
支
え
て
き
た
信
徒
が
召
さ
れ
て

力
を
失
い
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
離
島
伝
道
の
経

験
の
あ
る
荻
野
英
夫
牧
師
を
招
聘
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
島と

う
し
ょ嶼
部
と
都
区
部
の
往
来
に
課
題

が
生
じ
て
お
り
、
牧
師
就
任
式
を
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ず
に
い
ま
す
が
、
島
嶼
部
の
全
て
の
教
会

に
牧
師
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

伊
豆
諸
島
に
お
け
る
福
音
宣
教
と
と
も
に
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
る
山
谷
地
区
の
３
つ
の
伝
道
所
（
山
谷
、

日
本
堤
、
山
谷
兄
弟
の
家
）
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
を
覚

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
、

東
支
区
を
超
え
た
み
な
さ
ま
の
祈
り
と
支
え
が
必

要
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

�

（
東
京
教
区
東
支
区
長　

林�

牧
人
）

日本基督教団伝道推進
基本方針
⚫ 祈祷運動 共に祈ろう

⚫ 信徒運動 共に伝えよう

⚫ 献金運動 共に献げよう

「日本基督教団全国伝道推進献金」
振替口座  00140-7-293436

毎月第３主日は日本キリスト教団の定めた
「日本伝道の推進を祈る日」です

全国17教区が取り組んでいる伝道の働きを
２教区（東京は支区）ずつ紹介します。
全国の教区・教会・伝道所を覚えて
祈りをあわせましょう。

献金についての問い合わせは
日本基督教団事務局まで（TEL 03-3202-0541）

共に祈るために

祈りの課題
　東京教区東支区
⚫�東京教区東支区50教会・伝道所の　
働�きを覚えて。
⚫�伊豆諸島の教会・伝道所の働き、こ
とに三宅島伝道所支援のために。
⚫山谷地区の伝道所の働きを覚えて。
郵便振替 00100-1-265867
　「三宅島伝道所支援委員会」
郵便振替 00150-5-324461
　「伊豆諸島伝道委員会」

　東京教区西南支区
⚫  使徒教会、祖師谷教会のために。
郵便振替 00130-2-164262
　「日本キリスト教団祖師谷伝道所」




